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国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の令和 3年度の公募課題 

「次世代治療・診断実現のための創薬基盤技術開発事業（腸内マイクロバイオ

ーム制御による次世代創薬技術の開発）」への参画について 

 

一般社団法人日本マイクロバイオームコンソーシアム（JMBC）は、国立研

究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の令和 3年度の公募課題「次世

代治療・診断実現のための創薬基盤技術開発事業（腸内マイクロバイオー

ム制御による次世代創薬技術の開発）」（以下「AMED MB事業」）に応募し、

その中の 1課題として採択された「リバーストランスレーショナル創薬に

向けた包括的マイクロバイオーム制御基盤技術開発―マイクロバイオーム

創薬エコシステム構築に向けて―」（以下「MB創薬基盤事業」、研究開発代

表者：鎌形洋一（国立研究開発法人産業技術総合研究所））へ研究開発代表

機関の一員として参画することになりました（研究開発代表者 JMBC運営

委員長 寺内淳）。 

本 AMED MB事業は、令和 3年 10月に採択、同年 12月に活動が開始され、

最長、令和 8年度末までの実施を予定しております。また、JMBCの参画す

る MB創薬基盤事業のほか、表 1に示した研究開発課題が採択されておりま

す。 

  



 

 

 

 

 

 

 

表 1：AMED MB事業採択課題 

（https://www.amed.go.jp/koubo/11/01/1101C_00012.html） 
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MB創薬基盤事業（課題 1）は、4つのサブ課題（課題 1-1～1-4）から構成

されますが、JMBCは、寺内淳 JMBC運営委員長を研究開発代表者とする課

題 1‐4を研究開発代表機関として担当し、他研究機関とも共同して、本事

業からの新規 MB医薬品創出に向けた研究開発に取り組んでいきます（図

1）。 

 

図 1：課題 1（MB創薬基盤事業）の構成 

 

この図で示したように、課題１では、モデル疾患をがん及び炎症性腸疾患

に設定し、臨床効果が明らかな検体からの微生物シーズ探索・評価を実施

します（＝リバーストランスレーション創薬）。具体的には、課題 1-3で臨

床検体から見出されたシーズ候補について、課題 1-1でゲノム解析や培養

（特に嫌気性菌等の難培養菌の培養）等の基盤技術の開発を行うととも

に、その成果を活用して、課題 1-2で in vitroや in vivoでのヒト外挿性

等の評価系の開発を行います。さらに JMBCの担当する課題 1-4において、

得られたシーズ候補のメカニズム解析や、それに基づく新規シーズ（菌

体、低分子等）の探索を実施して、新規 MB医薬品候補の創製を目指すとい

う流れになります。これら一連の研究活動を通じて MB創薬のエコシステム



 

 

 

 

 

を確立し、循環させていきたいと考えています。 

また、本事業では採択された課題間の有機的な連携や情報共有も促進し、

AMED MB事業全体の成果を最大化するために、タスクフォース（TF）を設

置することが公募段階から設定されており、ＴＦ活動を推進するために

JMBCが事務局機能の中核を担い、その運営を行います。TFにおいては、事

業全体の研究開発チームを対象に、課題間で連携が必要なレギュラトリ

ー、製造・CMC等のテーマについて、課題間の調整や意見交換等を行いま

す（図 2）。この活動の中で、JMBCはユーザーフォーラムを設置し、魅力あ

る MB医薬品がスムーズに開発できるよう、企業目線からインプットを行

い、最先端のアカデミア研究を最大活用できるように積極的に貢献してい

きたいと思います（図 3）。 
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図 2：AMED MB事業各課題とタスクフォースの位置付け 

 

 

 

図 3：タスクフォース活動における JMBCの役割 

 

 


